
1. 進化する農業農村工学

山本 徳司

農業農村工学の定義，ハチ公と農業農村工学の関わりやその

独自性を紹介している。そして，農業農村工学の対象とする

フィールドを土を育む，水を活
い

かす，地域を描く，そして地球

規模の貢献として説明した。これらのフィールドで問題となっ

ている人口減少，施設の老朽化，気候変動や激甚化する自然災

害対応への脆弱性を紹介した。この課題解決のために農業農村

工学が取り組む技術開発により目指す社会貢献を論じるととも

に，具体的に現在取り組んでいる技術開発の内容を事例的に解

説した。

（水土の知85-8，pp.3〜8，2017)

農業農村工学，ハチ公，社会貢献，フィールド，水土の知，

技術開発，独自性

2. 農業農村工学の研究 課題と求められる挑戦

渡邉 紹裕

農業農村工学は，農業・農村における生産や生活の条件・環

境を改善・改良することを中心とする総合的な科学技術であ

る。その主な対象である日本の農業・農村では，これまでは見

られなかった事態となっている。とくに，農業者の減少や高齢

化，それに伴う農業生産と農村社会の変容は急速に進んでい

る。一方で，新たな経営主体の登場や，対応に活用できる科学

技術の進展も見られる。そうした状況の中で，農業農村工学の

基本的な目標や理念，これまでの蓄積や成果を整理した上で，

大きな時代の変革に際しての新たな課題と求められる挑戦をま

とめた。

（水土の知85-8，pp.9〜11，2017)

農業農村工学，農業基盤整備，農村環境保全，研究課題，

最新技術，水土の知

3. 行政における農業農村工学の技術

山岸 雄一

農林水産省農村振興局をはじめとした行政機関で，農業競争

力強化や国土強靱化を図るため実施している農業農村整備事業

において，農業農村工学の技術がどのように活用されているの

かを，近年取り組んでいる事例として，農地整備事業に関する

技術，長寿命化に関する技術，用水計画に関する技術を挙げ，

その概要を紹介した。

（水土の知85-8，pp.13〜14，2017)

農業農村工学，農業農村整備，農地整備，ストックマネジ

メント，用水計画

4. 地方公共団体における農業農村工学技術者の役割

内山 芳彦・石井龍太郎

全国の道府県には，約7,500 人の農業土木技術職員がおり，

農業農村整備事業の推進をはじめとするさまざまな業務に従事

している。近年は，用排水施設やほ場整備などのハード整備に

加え，多面的機能支払制度に代表される農村振興などのいわゆ

るソフト施策への対応も必要であり，職員の役割の多様化が進

んでいる。本報においては，農業競争力強化などの農業農村整

備事業の現状，課題などを踏まえた，地方公共団体（都道府県）

において求められる農業農村工学技術者の今後の役割について

考察する。

（水土の知85-8，pp.15〜16，2017)

農業農村整備，農業競争力強化，国土強靭化対策，農地利

用集積，ICT，農村振興

農業農村工学会誌 第 85巻第 8号 報文・技術リポート内容紹介

小特集 “農業農村工学”って何だろう？

特集の趣旨

少子高齢化の時代にあって，大学進学を目指す18 歳人口は2018 年度を境に減少期に入り（2018 年問題），各大学とも学

生確保に一層の努力が求められる時代に突入します。その一方で，農業農村工学の分野自体も，将来を担う技術者の育成と

技術の継承は急務です。農林水産省農村振興局が4月に策定した「農業農村整備に関する技術開発計画」においても，「人材

の育成」は重要な課題として認識されています。より多くの若者に，農業農村工学が社会において果たしている役割の多様

性，重要性とそのやりがいを知ってもらい，この分野に飛び込んでもらう必要があります。

第85 巻第8号では，「“農業農村工学”って何だろう？」と題して，進路を模索する高校生や，専門教育課程への進級を控

えた大学生といった若年層を対象に農業農村工学の理解を深めてもらうこと，また社会において農業農村工学の知識や技術

を活かすことができる活躍の場と，それを学ぶことのできる全国の36 大学の教育研究を紹介し，農業農村工学の魅力を発

信することとしました。

現在，国内には農業農村工学を学ぶことのできる多くの大学があり，これら大学の修了者が農業農村工学の現場へと巣

立っています。多くの高校生，大学生に農業農村工学の世界を知ってもらい，この分野に飛び込む手立てになってくれるこ

とを期待しています。



5. ものづくりの最前線 ゼネコンの使命と魅力

清水 穂高・冨森 淳

農業農村工学（農業土木）を専攻されている大学生，または

大学進学を控えて学部学科を検討中の高校生の皆さんに，ゼネ

コンの仕事の概要と魅力を紹介するとともに，建設業を取り巻

く環境の変化に対し求められるイノベーションについて述べ

る。一般的な製造業との決定的な違いは「単品受注生産」とい

う特性であり，1つとして同じものはない構造物を，数々の創

意工夫と技術力で造り上げるのがこの仕事の面白さである。建

設マーケットの変化，人口減少社会の到来，働き方改革など，

外部環境の変化に柔軟に対応しながら，10 年，20 年先を見据

えた新たな一手を打つ必要がある。培った知識や経験に新しい

発想や新技術を加えて価値を創造し，ものづくりの最前線で社

会に貢献する建設業を知っていただきたい。

（水土の知85-8，pp.17〜18，2017)

ゼネコン，イノベーション，ものづくり，農業土木，生産

性向上，働き方改革

6. コンサルタンツの農業農村工学技術

松浦 正一

農業農村工学を学ぶ学生にとって，建設コンサルタントの仕

事内容は理解が難しいのが現状であるが，その役割は非常に重

要であり，科学技術を得意とする工学系学生にとって働きやす

く，魅力的でやりがいのある職業であると考える。このためコ

ンサルタントの歴史や役割，農業農村工学技術の視点から，農

業水利事業を代表とする農業農村整備事業でのダム・頭首工・

用水路などの固有の整備技術や，再生可能エネルギーなどの技

術，最新の技術革新に対し，コンサルタントがどのような知識

と経験・技術で寄与しているのかを紹介する。

（水土の知85-8，pp.19〜20，2017)

農業農村整備，農業農村工学，コンサルタント，仕事のや

りがい，資源循環型社会，新技術

7. 農業土木の歴史的資産・技術を未来へ生かす

農業農村工学

清水 洋一

若者の土木離れが言われて久しい。本報では，農業農村工学

の分野においても，同工学を選択する学生数が減少していると

いう状況の中，これから農業農村工学を志そうとする学生など

の皆さんに，農業土木の魅力や社会的な役割などについて理解

してもらうとともに，先人が守ってきた農業土木資産およびこ

れを支えてきた農業土木技術を将来にわたって残していく役割

を担ってもらうため，司馬遼太郎の言葉や満濃池，見沼代用水

路などの事業および技術などについて紹介する。

（水土の知85-8，pp.21〜23，2017)

農業土木技術，裂田溝，満濃池，見沼代用水，沖富調整池

（報文）

熊本地震によるため池の変状や農地の亀裂の傾向分析

山下 正・松永 健・植田 昌宏・小倉 武志

平成28 年 4 月に発生した熊本地震により，布田川断層帯お

よび日奈久断層帯の近辺の多くのため池や農地に変状や亀裂が

生じた。これを機会に農地・農業用施設の被害状況を詳しく調

査し分析することとした。なお，このような多くのため池の変

状や農地の亀裂に関する傾向の定量的な分析は，これまで十分

に行われていない。そのため，ため池については，熊本県や関

係市町村からの聞取りを踏まえ対象を選定するとともに現地調

査を行い，工種別の変状内容の分析や，断層帯における活断層

からの距離と変状の程度の分析を行った。また，農地について

は，国土地理院が公表している「航空写真判読による布田川断

層帯周辺の地表の亀裂分布図」を参考に，対象を選定するとと

もに現地調査を行い，亀裂の延長などの分析や亀裂の形状の分

析を行った。 （水土の知85-8，pp.45〜49，2017)

熊本地震，ため池の変状，農地の亀裂，断層帯，活断層か

らの距離，亀裂の形状

（報文）

農業用管水路の事故要因と対策に関する事例分析

山口 康晴

農業用管水路について，施設監視や機能保全対策などを講じ

つつあるところであるが，近年，突発事故の発生件数が増加し

つつあり，施設管理者などは，施設に不具合が生ずるたびに対

症療法的な事後対策に追われているのが実情である。このよう

な事故事例などの情報を収集・分析し，今後の事故対策や保全

対策に活用していくことは有益である。本報では，「農業水利

施設に係る突発的事故の発生状況調査」（水資源課）をもとに，

国営造成施設に係る管水路の事故実態（平成 14〜26 年度）を

整理し，管種ごとに各事故案件の管径，供用年数，復旧費およ

び断水日数の分布について整理した。また，事故の傾向・要

因，復旧対策などについて整理・分析した。

（水土の知85-8，pp.51〜54，2017)

管水路，漏水事故，継手損傷，管体損傷，供用年数，復旧

対策，断水日数

（報文）

児童クラブと子ども教室に関する長岡市山古志地区の取組み

山口佳奈子・坂田 寧代

国の放課後児童クラブや放課後子ども教室などの子どもの集

まる場の整備が農村地域では遅れている。本報では，市町村の

単独事業により子どもの集まる場を整備するための方法を明ら

かにすることを目的として，中山間地域である新潟県長岡市山

古志地区において長岡市の単独事業で実施されている児童クラ

ブと子ども教室の事例を2015 年 7 月〜2017 年 3 月の現地調査

をもとに紹介する。児童クラブにより，保護者の労働状況に関

係なくすべての児童が集まり遊ぶことのできる場がつくられ

た。子ども教室では，児童が近所に習い事に通う場をつくると

同時に，地域人材を活用して地域の伝統文化を児童に継承する

場がつくられた。地域の既存組織を利用することで，市町村の

負担を軽減できることなどがわかった。

（水土の知85-8，pp.55〜58，2017)

児童クラブ，子ども教室，子育て，伝統文化，長岡市山古

志地区，新潟県中越地震，中山間地域



（技術リポート：北海道支部）

別海地域における肥培灌漑施設の防食工法の検証

渡邉 一浩・佐藤 勇造・村井 優峰

北海道東部の大規模酪農地帯で，国営環境保全型かんがい排

水事業により整備されている肥培灌漑施設の構成要素の一つで

ある調整槽では，スラリーを曝気撹拌する際に発生する硫化水

素の影響により，調整槽気相部内壁のコンクリートに劣化現象

が発生する。このため，「下水道コンクリート構造物の腐食抑

制技術及び防食技術マニュアル」を参考に，ストックマネジメ

ント技術高度化事業において，曝気撹拌時のみ高濃度の硫化水

素が発生する特徴を持つ調整槽の環境に適した防食対策工法に

ついて，現地調査を行いつつ検討してきた。本報では，各種の

防食塗装を施した供試体を用いた暴露試験の結果を報告する。

（水土の知85-8，pp.60〜61，2017)

ストックマネジメント技術高度化事業，肥培灌漑，コン

クリート，硫化水素，防食，塗装

（技術リポート：東北支部）

栗駒ダムにおける堆砂対策の事例

道合 卓

栗駒ダムは，宮城県栗原市栗駒沼倉玉山の北上川水系迫川支

川三迫川に，治水と利水を目的として建設され，昭和 37 年か

ら供用開始されたダムである。ダム運用に際し避けられないの

が，流入土砂の堆積である。栗駒ダムにおける堆砂は，供用開

始から平成 19 年度までおおむね計画どおりに推移していた。

しかし，平成20 年度以降，岩手・宮城内陸地震（平成20 年 6

月 14 日）による流域内での大規模な法面崩壊などにより，計

画を大きく上回る土砂が堆積している。特に，最低水位以下に

おいては，ダム運用から 50 年余りでほぼ満杯の堆砂量となっ

ており，取水塔などダム施設への影響が懸念される状況であ

る。本報では，取水塔保護のため平成 28 年に宮城県が実施し

た堆砂対策工法を紹介する。

（水土の知85-8，pp.62〜63，2017)

ダム，堆砂，浚渫，空気圧送工法，岩手・宮城内陸地震

（技術リポート：京都支部）

新川河口排水機場主ポンプにおける犠牲陽極のモニタリング

阿部 義宣・松村 彰則

新川河口排水機場は，日本海に面しており，海水中の塩分の

影響を受けやすい環境にある。海水など電導性のある電解質溶

液中で種類の異なる金属が電気的に接触すると，貴な（高い電

位）金属によって，より卑な（低い電位）金属が腐食しやすい

電位に高められるために，電池が形成され，後者の腐食（イオ

ン化）が促進される。新川河口排水機場ポンプ設備の更新に際

しては，この原理を利用して，より貴な（高い電位）金属であ

る亜鉛合金製の犠牲陽極を使用した防食を実施している。今

回，供用後約4.5 年が経過した3号主ポンプにおいて犠牲陽極

の消耗量などのモニタリング調査を行い，犠牲陽極を使用した

防食対策の効果の検証を行った。

（水土の知85-8，pp.64〜65，2017)

排水機場，海水ポンプ，金属腐食，防食方法，犠牲陽極，

モニタリング

（技術リポート：中国四国支部）

現況堤体土のセメントによる改良盛土工法

森岡 順一・島田 洋・川田 徹

香川県では，東日本大震災で，ため池の決壊による甚大な被

害が発生したことを受け，平成 23 年度より耐震性の確認でき

ない大規模ため池（貯水量10 万m3以上）について，耐震性点

検調査を実施しており，平成 26 年度には，すべての耐震性点

検調査が完了した。耐震性点検調査結果をもとに，耐震化補強

工事の必要性の有無や工法については，地震工学の専門家など

で組織する「香川県ため池耐震化整備検討委員会」の意見を踏

まえ，耐震化整備を進めているところである。今回，紹介する

ため池の耐震化補強工事は，現場条件などの制約により，現況

の堤体形状を変えずに，耐震性を向上させた事例である。

（水土の知85-8，pp.66〜67，2017)

耐震化整備，大規模地震，ため池重要度区分，耐震点検調

査，検討委員会，改良盛土工法

（技術リポート：九州沖縄支部）

畑地灌漑施設を利用したお茶の防霜対策

小野 貴史

荻2期地区では国営大野川上流事業と歩調を合わせて始まっ

た県営大野川上流事業により畑地灌漑施設の整備を行ってお

り，標高300〜700m の準高原地帯を生かした高原野菜の品質

・収量向上が期待されている地域である。一方，当地区内では

一部の受益で茶を生育しているが，準高原地帯であることから

一番茶の晩霜による被害が深刻な状況であった。一番茶を摘採

する直前に新芽を襲う霜による低温障害により新芽が枯死し，

生産量減の大きな要因となっていた。今回はスプリンクラを活

用した散水氷結法による防霜対策を行った事例について紹介す

る。

（水土の知85-8，pp.68〜69，2017)

スプリンクラ，散水氷結法，間断散水，凍霜害，一番茶
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